
2018/3/10

1

⽇本と中国の遠隔交流が創出する
質的価値の探究

北海道⼤学⼤学院メディア・コミュニケーション研究院
杉江聡⼦

ssugie@imc.hokudai.ac.jp

2018年3⽉10⽇（⼟）豊平館

科研：基盤研究（B）（⼀般）「東アジア圏の複⾔語主義共同体の構築―多⾔語社会⾹港からの⽰唆」
（課題番号15H03221）（平成２７年度〜平成２９年度）第９回例会

⽬次

2

1. 研究背景・⽬的
2. 研究⽅法・実践
3. 分析①遠隔交流プロセスと成果の記述
4. 分析③学習者視点の学習経験・成果・価値
5. 考察・結論・今後の課題



2018/3/10

2

1. 研究背景・⽬的
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1. 中華⽂化圏からの訪⽇観光客の急増

2. 21世紀の教育情報化と学びの質保証

3. 社会的・教育的ニーズと現場の乖離

研究背景

4



2018/3/10

3

⼈と⼈との対話
インタラクティブな学習

協働学習
学習者中⼼

学習者にとっての「リアル」
真正なコミュニケーション⽂脈

ヒューマンコンピュータ
インタラクション(HCI)

刺激・反応ベースの
⼀⽅的な知識・情報収集

教師中⼼
閉鎖型の教室環境

バーチャル

量的データ＋量的分析 質的データ＋質的分析
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⼈と⼈との対話
インタラクティブな学習

協働学習
学習者中⼼

学習者にとっての「リアル」
真正なコミュニケーション⽂脈

ヒューマンコンピュータ
インタラクション(HCI)

刺激・反応ベースの
⼀⽅的な知識・情報収集

教師中⼼
閉鎖型の教室環境

バーチャル

量的データ＋量的分析 質的データ＋質的分析

⾼校中国語で遠隔交
流を活⽤したブレン
ド型学習のためのイ
ンストラクショナル

デザイン

混合研究法
（量＋質）による

多⾓的な解釈
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1. 「英語教育におけるメディア利⽤」
(⾒上，⻄堀，中野，2011)

2. ⽴命館⼤の英語異⽂化交流（坂本, 2013）
3. 早稲⽥⼤学の多⾔語遠隔交流

（砂岡ほか, 1999-2004）
4. 沖縄の⾼校中国語における実践

（城間, 2013）
5. 遠隔交流を中国語ブレンディッド・ラー

ニングの実践と混合研究法による評価
（杉江, 三ツ⽊, 2015）

先⾏研究
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1. 「英語教育におけるメディア利⽤」
(⾒上，⻄堀，中野，2011)

2. ⽴命館⼤の英語異⽂化交流（坂本, 2013）
3. 早稲⽥⼤学の多⾔語遠隔交流

（砂岡ほか, 1999-2004）
4. 沖縄の⾼校中国語における実践

（城間, 2013）
5. 遠隔交流を中国語ブレンディッド・ラー

ニングの実践と混合研究法による評価
（杉江, 三ツ⽊, 2015）

先⾏研究
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• 知識定着や技能訓練に限らず「社会に開
かれた、⽣きた」学習活動

• 異⽂化間コミュニケーションと即時のイ
ンタラクションを実体験

• 失敗体験と反省から改善努⼒を繰り返し
ソーシャル・スキルを習得
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先⾏研究で残された課題

1. ⾼校・⼤学の学習環境・リソース差
2. ⾼校のフィールドに適したID・持続

的な遠隔交流の実践⽅略が不明
3. 学習成果や有効性を検証する指標・

質的評価の⽅法論の不⾜

9

1.中国語⺟語話者との遠隔交流を組み
込んだブレンド型学習が学習者の情
意⾯（関⼼・態度・認識）や学習意
欲に与える影響を知る

2.学習の過程で創られる学習の経験、
成果とその価値を明らかにする

研究⽬的

10
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1. ⾰新的な実践

2. 遠隔交流の経験・成果・価値の
多⾓的解釈

3. ⾼校中国語に適したブレンド型学習
モデルの開発・運⽤・実践

研究の意義と期待される成果

11

2. 研究⽅法・実践

12
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1. ⾼校中国語（第⼆外国語）
2. ID理論・ブレンド型学習モデル
3. 混合研究法
4. 社会構成主義

「学習者にとってどのような学習の経験
が蓄積され、成果が認識され、価値が創
出されたか」を学習者視点のデータから
解釈・探究

研究概要

13

本研究の螺旋型IDデザイン

14
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遠隔交流を核とするBLモデル

15

語彙・⽂法学習

eラーニング

遠隔交流

⾼校中国語における
ブレンド型学習

北海道
札幌

中国吉林省⻑春市

中国湖北省宜昌市

16

遠隔交流

遠隔交流
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3. 分析①
遠隔交流のプロセスと成果の記述

17

1. 遠隔交流のプロセス：
全9回のインタラクションを記録
（写真＋テキスト＋解説）

2. 学習の成果：
活⽤語句をコミュニケーション能⼒指
標（外国語学習のめやす2012, 當作・中野）
に基づき分類・⼀覧表作成

18

質的データ分析
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1. 第1・2回「あいさつ、⾃⼰紹介」
2. 第3・4回「⽇本の⾼校⽣活：グルメ、学

校⾏事、芸能、流⾏、インターネット」
3. 第5回「学校祭」
4. 第6・7回「夏休みの思い出」
5. 第8・9回「中国からの質問：⽇本のニュ

ース、北海道の特⾊、⾼校⽣活、娯楽、
卒業後の進路」

遠隔交流トピック

19

KBY：我叫KBY
(私は〜です)

【画⾯を⾒て笑顔で発話】
【聞こえたか教師が中国語
と⽇本語で確認・説明】
YG：我叫YG
【画⾯を⾒て笑顔で発話】
SG：啊,你好！
(はい、こんにちは！)
YG：やったあ、ふふふ
【SGの反応から笑顔でつ
ぶやき通じた喜びを表す】

20
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話題
分野

⾔語運⽤能⼒
レベル

中国語 ⽇本語

⾃分と
⾝近な
⼈々

1-a. 名前や属性
を⾔ったり尋ね
たりできる

我叫+姓名。 私は（フルネーム）と申します。
我的生日是～月～
号。

私の誕⽣⽇は〜⽉〜⽇です。

我是运动员。 私はスポーツ選⼿です。
1-b. 家族構成に
ついて、会話し
たり、書いて説
明したりできる

我家有～口人。 私の家は〜⼈家族です。
爸爸，妈妈，奶奶 お⽗さん、お⺟さん、おばあ

ちゃん

1-c. 簡単な⾃⼰
紹介を⼝頭でま
たは書いてする
ことができる

我是国际情报高中
三年级的学生。

私は国際情報⾼校3年⽣の学⽣
です。

我一直在北海道。 私はずっと北海道にいます。

3-c. ⾃分の経験
について、語り
合ったり書いて
伝えたりできる

三年前我参加澳门
的国际比赛了。

3年前にマカオの国際⼤会に出
場しました。

冠军 優勝、チャンピオン、第1位
21

活⽤語句の⼀覧表

4. 分析③
学習者視点の学習の経験,成果,価値

22
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質的データ分析

1. SCAT（Steps for Coding and Theorization）
（⼤⾕, 2008, 2011）で遠隔交流の感想を解釈

学習者の個性や具体性を維持した概念整理・
認識の理論化

2. 学習者の経験・成果の対応と時系列の変遷
価値と成⻑プロセスの表現
3. HKCoder （樋⼝, 2014）による概念図
全員のストーリーラインに基づく共通概念の
可視化

23

SCATの分析プロセス
番
号 テクスト <1>テクスト中の

注⽬すべき語句
<2>テクスト中の
語句の⾔いかえ

<3>左を説明するよう
なテクスト外の概念

<4>テーマ・
構成概念

<5>疑問・課
題

Y
Z

【良かった点、以下同】
なかなかこのような機会
がないのでとても良い体
験になりました。⾃⼰紹
介もわりとうまくいき、
相⼿にも伝わったと思う
ので、とても良かったで
す。向こうの⽣徒たちは
とてもノリの良い⼈ばか
りで⾃分としてもかなり
リラックスして会話でき
ました。

機会がない, ⾃⼰
紹介もうまくいっ
た, 相⼿に伝わっ
た, 向こうの⽣徒
はノリの良い⼈ば
かりだった, リ
ラックスして会話
できた

貴重な機会, ⾃⼰
紹介の成功, 相⼿
の⼈柄, 会話の雰
囲気, 安⼼感

インタラクション（原
因）, コミュニケーショ

ンの成功（結果）

交流実践の経
験に満⾜, 中
国語コミュニ
ケーション成
功体験, 相⼿
のコミュニ

ケーション態
度を好意的に
評価, 交流時
のリラックス

した⼼情

⾃⼰紹介がう
まく相⼿に伝
わったと感じ
たのは相⼿の
どのような反
応によるもの
か？相⼿のど
のような⾔動
でノリが良い
と判断したの
か？他の学⽣
はリラックス
していたか？

【今後の課題、以下同】
ですが、やはりまだまだ
ボキヤブラリーが少ない
ので、これは課題だと思
います。また、リスニン
グの⽅でも聞き取ること
が難しい単語もあったの
で、早く⽿を慣らして質
疑応答を素早くできるよ
うにしたいです。

まだボキャブラ
リーが少ない,リ
スニングで聞き取
ることが難しい単
語もあった,⽿を
慣らす,質疑応答
を素早くできるよ
うに

語彙不⾜, 聞き取
り能⼒不⾜, 聞き
取り能⼒の向上, 
スムーズな質疑応
答

中国語による⾔語コ
ミュニケーション技能

の不⾜（原因）

語彙不⾜とリ
スニング能⼒
の向上を課題
として認識, 
質疑応答の即
時対応を⽬標

化

聞き取れな
かった単語は
何か？質疑応
答はどのよう
に⾏われたの
か？

【その他、以下同】今回、
中国⼈と初めてskypeを
やりました。

中国⼈と初めて
skypeをした skype初体験 体験の新規性（原因）

ビデオチャッ
ト,新鮮な体
験

⼆回⽬以降も
楽しいか？ 24

コード化と概念解釈
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ストー
リーライ

ン
（現時点
で⾔える
こと）

学⽣YZは、あいさつ・⾃⼰紹介の遠隔交流活動に対して、
中国⼈学⽣とのビテオチャットによる交流実践を⾏う機会を
通じて、中国語を⽤いたコミュニケーションの成功体験を獲
得したことに満⾜した。また、相⼿のコミュニケーション態
度を好意的に評価,し交流時のリラックスした⼼情を維持し
た（良かった点）。また、この体験を通じて、⾃分⾃⾝の中
国語コミュニケーション技能不⾜を痛感し、その向上を課題
として認識し、質疑応答の即時対応を⽬標化した（今後の課
題）。中国⼈とのビデオチャットは新鮮な体験として印象づ
けられた（その他）。

理論記述

学⽣YZにとって、⾃⼰紹介をテーマとした遠隔交流活動は、
中国語コミュニケーションの成功体験と⾃⾝の技能不⾜に対
する気づきをもたらす貴重な機会と体験として意味づけられ
た。

さらに追
究すべき
点・課題

⾃⼰紹介がうまく相⼿に伝わったと感じたのは相⼿のどのよ
うな反応によるものか？相⼿のどのような⾔動でノリが良い
と判断したのか？他の学⽣はリラックスしていたか？

25

コード化と概念解釈に基づく
再⽂脈化・理論化

交流トピック「挨拶・⾃⼰紹介」の感想をSCATで分析
したストーリーライン（YZの例） ：
中国⼈学⽣とのビテオチャットによる交流実践を⾏う
機会を通じて、中国語を⽤いたコミュニケーションの
成功体験を獲得したことに満⾜した。また、相⼿のコ
ミュニケーション態度を好意的に評価し、交流時のリ
ラックスした⼼情を維持した。また、この体験を通じ
て、⾃分⾃⾝の中国語コミュニケーション技能不⾜を
痛感し、その向上を課題として認識し、質疑応答の即
時対応を⽬標化した。中国⼈とのビデオチャットは新
鮮な体験として印象づけられた。

遠隔交流ごとの学習経験・成果の対応

26
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学習者ごとの時系列の変遷＝成⻑（YZの例）

27

学習者ごとの時系列の変遷＝成⻑（YZの例）

28

• 成功体験
• 喜び・満⾜感
• スキルアップ・⾃信
• 緊張・不安
• 失敗体験
• 反省・課題意識
• ⽬標意識
• 意欲・モチベーション
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共通概念図例：中国語BLの良い点と悪い点

29

集合1

集合2

集合5

集合4

集合3

30

集合1• 複数回交流する授業
設計

• 対話実現に満⾜
• 肯定的評価
• 確実に交流できるス

ケジュールへの期待
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31

集合2

• 教師⽀援 ・親和性の⾼い交流トピック
• 学習意欲の向上
• 遠隔交流と留学⽣対⾯交流実現に満⾜

32

集合3

• 実践的な語句・表現の
知識獲得

• 交流での活⽤に満⾜
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33

集合4

• スケジュール困難に配慮した授業設計
• 関⼼の⾼い交流内容
• 適切な学習⽀援
• 貴重なスピーキングの機会

34

集合5

• クラスメートと学習意欲・向上⼼共有の
実感

• インターネット対⾯交流による学習効果
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例）中国語BLの良い点と悪い点

35

集合1

集合2

集合3

集合4

集合5• 既習者特有の困難
（⽂法の適切な活⽤・複雑な表現）

• 交流スケジュール調整の問題
（1名全て不参加）

• インターネット接続・通信不良に不満

5. 考察・結論・今後の課題

36
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1.中国語⺟語話者との遠隔交流を組み
込んだブレンド型学習が学習者の情
意⾯（関⼼・態度・認識）や学習意
欲に与える影響を知る

2.学習の過程で創られる学習の経験、
成果とその価値を明らかにする

本研究の⽬的

37

BLの価値の発⾒

1. 学習者から⾒た質的評価
2. 遠隔交流のインタラクション経験に

基づく評価
3. 教育的観点からの評価
4. IDとしての評価

38
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1. 発⾒・気付き
2. 成功体験・喜び・満⾜感
3. 教師とのラポール・⽀援環境による緊張・

不安の軽減・緩和
4. 失敗経験に基づく反省・課題認識・⽬標設定
5. 「⽣の中国⼈」に接するミクロな経験から

メディア・リテラシー能⼒習得
6. 初習者と既習者の相違

39

1）学習者から⾒た質的評価

2）遠隔交流のインタラクション経験
に基づく評価

1. ⽣きたことばの習得・学習の強化
2. 視覚情報によるコミュニケーション成⽴
3. フォロー・励ましによる⾃信の強化・協

調学習の成⽴
4. 共同体験によるインタラクティブな学習

の成⽴・仲間意識の形成
5. 失敗に対する抵抗感の軽減

40
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3）教育的観点からの評価

1. 遠隔交流準備の学習活動と交流本番で学
習者が感じる困難が明らかに

2. 学習⽀援を提供すべき3つのタイミング
（遠隔交流前/中/後）

3. 各タイミングにおける学習⽀援⽅略・
教師の役割

41

4）IDとしての評価

有効な学習環境のデザイン
1. 学習者ニーズに基づく螺旋型IDの理念
2. 学習者が価値を認める交流を核としたBL

残された課題
1. 学習者の⾃律性・主体性と教師のコント

ロール・緊張感のバランス
2. 交流の円滑な進⾏と⽀援介⼊のバランス

42
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本研究の成果
1. 学習意欲のIDの理論的枠組み・⽅法論に

基づく⾰新的なBL実践
2. 遠隔交流のプロセス,経験,成果を学習者

視点のデータと混合研究法のアプローチ
で多⾓的に解釈

3. ⾼校中国語に適したID・BLの開発・実践
・評価

43

本研究の学術的意義

1. 学習者ニーズに基づくID・遠隔交流を活
⽤した⾼校中国語のためのBLモデルの設
計・開発

2. 再現性・恣意性の問題に配慮した研究プロ
セスと分析アプローチ

3. 遠隔交流を活⽤したBLが創る価値・有効
性・課題の解明

44
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1. ID・BLの実践上の課題の解決⽅略を検討
2. BLが学習意欲に与える影響を検証する指

標の改善（例：ARCS+AT）
3. ⾼校中国語のコミュニケーション能⼒指標

と実情の乖離を考慮し指標の構成・内容の
再検討

今後の展望と残された課題
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